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１ はじめに 

【共同代表 八巻裕希】 

今回は２回目の渡航でした。今回の渡航では、中国という国、中国に住む人を知ると言うよりは、去年会った

あいでみ上海メンバーとの再会と、今年入った新メンバーに沢山の体験をして欲しいと考えていました。 

私の母は中国人です。幼い時は中国に住んでいました。そのため、私は中国に対する偏見というものはそれ程

持っていませんでした。しかし、その代わりに自分がとても気にしていたのは｢中国人の血が入っている｣という

ことです。それはある意味では偏見かも知れないのですが。小さい頃は母親が中国人だなんて気にしたこともあ

りませんでした。しかし、成長するにつれ、テレビや新聞で報じられる中国の姿を見た時に、何故か自分までが

申し訳ない気持ちになってしまいました。そして、誰かに自分の親が中国人であることを言うのが怖くなってし

まいました。周りの人の中には「中国が嫌い」とはっきり言う人もいて、中国人と日本人のハーフであることが

とても嫌になった時期もありました。そういうこともあり、渡航したら、中国人の全てがメディアで報じられて

いる姿ではないことをみんなに知って欲しかったのです。 

そして去年、実際に渡航して、私はその考えを確信することが出来ました。上海の生徒達は日本人と変わらず、

温かくて、優しくて、友達思いで、家族思いで・・・本当にこんな言葉で表現出来ないくらい、とてもいい人達

でした。みんなが知っている中国は、メディアに与えられた情報だけで創られている中国だと思います。中国に

行き、中国の人と実際に話して、中国の空気を吸い、中国の食べ物を食べる。それでもまだまだ知らない中国が

たくさんあります。それなのに、それさえもしていないのに｢中国やばい危ない汚いこわーい！｣はもったいない

です！本当にもったいない。色んな人と繋がるチャンスも、色んな世界へ飛び込むチャンスも、自分で逃がして

いると思います。 

偏見を取り除くのはとても難しいことです。しかし、偏見を持ったままでは、見えない世界があまりにも多す

ぎると感じました。みんながみんな、自分の目で確かめるのは難しいかもしれません。ですが、実際に中国に行

った人達がもっとアピールすれば、少しずつ変わることが出来ると信じています。 

私は、あいでみは２つのきっかけを与える場所であってほしいなぁと思っています。一つが目標である日中関

係改善のきっかけ。もう一つが誰かが変わるきっかけ。そしてあいでみできっかけを掴めた人がまたその次の人

達にきっかけを与え続ける・・・という場所になって欲しいです。そのため、今回の渡航で新メンバーが大きな

影響を受けていて、自分がこれを体験して欲しかった！と実感しました。去年の先輩方は私達に大きな影響を与

えてくださいました。渡航前から色んな話をしてくださり、色んな場面で引っ張ってくださりました。そのお陰

で私達は何かが変わる『きっかけ』を掴むことが出来ました。今年は後輩達にそのきっかけをあげたくて、そし

て今回の渡航でそれを達成することが出来てとても良かったです。『変わる』ってとても難しいと思います。偏

見を取り除くのも、自分が『変わる』というのも、常日頃意識し続けて変わるのだと思います。それでも、その

きっかけを掴めたなら、あとは自分が少しずつ動き出せ

ばいいのだと思います。あいでみでの体験は、きっと人

生において忘れられない体験になると思います。あいで

みで学んだことを自分が学んだだけにしないで、ちゃん

と周りの人に伝えていくのが渡航した後の自分達の仕事

だと思います。こんなに自分の考えていることを言えて、

やりたいことを語り合える仲間に出逢えたことに心から

感謝です！！ 

  

 



２ 2015 年の交流全行程 

復旦高校生来福時のタイムスケジュール 

７月９日  １２：３０ 羽田空港到着 

      １７：３０ 福島市到着 

      １８：３０ 夕食 

      ２０：３０ 梅苑会館到着 

７月１０日 ０７：３０ 朝食 

      ０８：３０ 出発 

      ０９：００ 教育庁訪問 

      １０：００ 除染情報プラザ訪問 

      １２：００ 福島高校訪問 

      １２：３０ 福島高校授業見学 

      １６：００ 福島の学生の家へ家庭訪問 

      １９：３０ ディスカッション 

７月１１日 ０７：３０ 朝食 

      ０９：００ 出発 

      １１：００ 福島県沿岸地域の視察 相馬 

      １２：００ 昼食 

      １３：００ 出発 

      １４：００ 福島沿岸地域の視察  浪江 

      １６：００ 出発 

      １８：００ 夕食 

      １９：３０ お別れの会 

７月１２日 １１：３０ 東京到着 

      １２：３０ 東京大学見学 

      １４：００ 東京観光 

      １７：３０ 夕食 

７月１３日 １０：００ 東京出発 

      １３：３０ 羽田空港着 

上海渡航時のタイムスケジュール 

１２月１９日 ７：５０  仙台空港集合 

       ８：５５  仙台空港出発 

       １０：３５ 関西空港到着 

       １３：３０ 関西空港出発 

       １５：００ 上海空港到着 

       夕     始まりの会 

 

１２月２０日 午前    ディスカッション 

       午後    上海市内観光 

 

１２月２１日 午前    学校見学 福島に関する発表 

       午後    中国家庭訪問 

 

１２月２２日 午前    杭州視察 

       午後    杭州視察 

       夕     お別れの会 

 

１２月２３日 ０７：００ 復旦出発 

       ０８：３５ 上海空港集合 

       １０：３５ 上海空港出発 

       １４：２５ 仙台空港 

 

 

 

 

 

 

３ 今年の交流事業について 

【夏と冬、2回の交流を通して】 

 2015 年 7 月 9 日～7月 13 日の 5日間、上海から 15 名の高校生が福島にやってきました。福島高校の合宿棟に

宿泊し、放射線の事について学んだり、福島高校での授業に参加したりしました。12 月 19 日～12 月 23 日の 5

日間は、福島から 11 名の高校生が上海に渡航しました。夏のメンバーに加え、新たにメンバーを追加しての交

流となりました。私たちは 1 回の交流ごとにテーマを設定し、そのテーマについてプレゼンテーション、ディス

カッションをしています。 

 



■福島でのプレゼンテーマ 

「中国と日本の学生の進路」 

 このプレゼンを通して私たちが学びたかったことは「互いの国の学生の進路を聞いて、自分たちの選択の幅を

広げる」でした。日本と中国の進学率、就職率、留学する人の割合などを互いに発表し、最後にあいでみメンバ

ー自身の進路、目標を発表しました。各国の進学状況や就職状況を話し合うことで経済格差や世界レベルにおけ

る日本の大学の立場などの問題が上がりました。それぞれが考えの幅を広げ、自身の進路選択に役立ったと思い

ます。しかし、問題点として勉強や大学が直接的に日中関係改善に直接的にはつながらないということになりま

した。 

 

■上海でのプレゼンテーマ 

「日本と中国の日中関係改善には何が有効か？」 

夏の交流での反省を通して、今回は直接的に日中関係改善には何が有効なのかをテーマにしました。また、あい

でみを創設したメンバーを知らない新メンバーが入った、ということで初心に返るためにこのテーマを選んだと

いう理由もあります。例年とは違った方法でのプレゼン（後述します）に戸惑ったメンバーでしたが最終的には

全員が多くの学びを得たプレゼン、ディスカッションでした。 

４ レポート（7 月福島交流） 

私は今回が初めてのあいでみへの参加だったので、初めは

とても緊張していました。1 日目の夜に、上海側のメンバー

15 人、福島側のメンバー4 人で夕食を食べたのですが、その

時私はとても緊張して、周りの人達と上手く会話が出来ませ

んでした。上海の高校生も皆少し緊張した様子で、この数日

間で仲良くなれるのか不安でした。でも、時間が経つにつれ

てだんだん慣れてきて、少しずつ会話できるようになりまし

た。 

2 日目、上海メンバーは教育庁への表敬訪問と、除染情報プラザの見学をしました。教育庁では、教育長の話

を聞き、自己紹介をしたりして交流した後に、最後は記念撮影をしました。除染情報プラザでは、放射線とは何

か、除染の方法、そして現在の福島の除染活動の状況を詳しく聞かせてもらいました。上海メンバーは、積極的

に質問をしていました。「ヨウ素が入っている食塩を食べることで、ヨウ素 131 の放射能の被害は防げるのか？」

などと言った、レベルの高い質疑応答がなされました。後で沿岸地域の視察の時にも述べますが、上海の高校生

の福島の原発事故と放射能に関する知識を広げようとする姿勢には、とても驚きました。他にも施設のモデルを

見たり、放射能で汚染された土を実際に機械で計測したりしました。とても有意義な見学になったようです。 

 



その後には、上海メンバーに福島高校で授業を見学してもらいました。私のクラスは、倫理と漢文の授業でし

た。倫理の授業では、先生がわざわざ授業の時間を使ってくださり、それぞれ班に分かれて、そこにあいでみ中

国メンバーが 1人加わり、皆で話をするという時間になりました。班の皆で、英語やあるいは日本語の話せるメ

ンバーとは日本語で、中国の学校や趣味について質問をしながら、会話が出来ました。また私の班では、私たち

の名前を中国語で何と読むのかを教えてもらいました。漢文の授業では、私たちの学んでいる漢文は中国でも小

学生や中学生の時に学ぶそうで、中国語で何と発音するのか、と先生が質問し、実際にメンバーに朗読してもら

いました。私たちは普段漢文は書き下し文で、日本の語順に読み直して学んでいるので、朗読してもらった時は

クラスの皆の驚く声が聞こえました。学校見学は、あいでみ中国メンバーにとっても、私たち福島高校の生徒に

とっても、貴重な経験だったと思います。  

そして、この学校見学で、上海の高校生と授業中にバディを組んでもらった福島高校の生徒 2人に質問をして

みました。まず「中国の高校生に会った印象」について尋ねたところ、「中国の高校生は積極的な感じがしたし、

すごく頭が良いと感じた。だから私も見習って、もっと自分から行動しないといけないと思った。」「日本人の英

語力の無さに驚いた。」と答えていました。どちらも、中も、中国の高校生の積極性や勉学に対する凄さに驚い

たようです。そして、「自分自身、または自分の家族や友人の中国への印象について」は「中国は国として見た

ら、日本と関係が良くない、中国人はマナーが良くない、というイメージだけど、実際はフレンドリーでいい人

達だと思った。」「家族はテレビや新聞などの報道を見る限り、良い人はもちろんいるがメディアではその国の国

民性が顕著に表れているから、あまり良い印象がない、と感じている」と、やはり悪いイメージの方が強いよう

に感じました。最後に「日中関係改善のために必要なこと」について尋ねると「国としての関係改善は難しいけ

れど、中国の子との交流を増やして、互いを理解し合うこと」「互いを肯定し、尊重し合うことから始めて、ち

ゃんと話し合うこと」と 2人とも似たような意見を述べていました。 

 

夜には、日本と中国の教育についてディスカッションをしました。最初に日本と中国の各国の教育事情を発表

し、その後グループに分かれて自分の志望する大学に求める条件について話し合いました。人それぞれ大学に求

める条件が違っていて、例えば学費が安い、授業の質が高い、学校の歴史がある、留学制度が充実しているなど

色々な意見を聞くことが出来ました。私自身、大学についてぼんやりと行きたい学部しか決めていなかったし、

「名の知れた大学に行ければ良いのかな」ぐらいにしか考えてい

ませんでしたが、それぞれの明確な意見とその理由を聞くことで、

こんなにも考えている人がいるのかと驚きました。また、私もも

っと大学について関心を持って自分の理想とする大学を調べよう

と思いました。 

このように、自分の将来の視野を広げる良い機会にはなったの

ですが、このあいでみの交流テーマである「日中関係改善」には

直接結びつくことはないと感じました。私たちが各々勉学に励ん



だからといって、日中友好に繋がるわけではないし、大学が日中友好を直接的に働きかけることもありません。

勉強は学問や知識、技術を身につけるために学ぶのであって、そもそも日中友好になるための知識、技術なんて

ものは存在しません。実際に、人と人とが触れ合うことで、そこで初めて関係が築かれ、そして良い方向に向か

えば、友好関係が築かれると思うからです。だからといって、大学間の交流を盛んに行えば「日中関係改善」に

繋がるとも思えません。大学間の交流は、あくまで留学生を受け入れること、語学力の向上に努めること、に重

点を置かれがちであるからです。国と国との関係を築くということを目標に掲げて、大学間交流を行っている学

校はそうそうないように思われます。今回は、国の進学状況や就職状況、それぞれの志望する大学について話し

ただけでしたが、例えば 1人 1人がそれぞれの志望とする大学へ進んだ時に、どう日本と、中国と、自分たちが

関わっていくことが出来るか、を議題にすれば、「日中関係改善」についてより話し合いを進めることが出来た

のではないかと思います。この「日中関係改善」については、12 月の交流で考えることが出来たと思います。 

 

 次の日に福島の沿岸地域を視察した際には、福島県民でも普段は

入る機会のない地域も視察しました。人影のない町は、とても静か

で、そこだけ時が止まっているような感じがしました。バスの中で

の現地の方々からの説明も、上海メンバーは皆真剣に聞いていて、

外の様子を写真に収めていました。「福島の現状を知れて良かった。

町の様子に驚いた。」「放射線について詳しく知ることが出来て良か

った。」「除染活動の状況を聞いて、まだまだ進められていないと感

じた。」など、上海メンバーも、そして私たち福島メンバーも 1人 1

人感じることはあったようです。そして特に上海メンバーの原発事

故後の復興の状況や放射線に関する知識を身につけようとする姿

勢を強く感じました。福島県に住んでいる私の方が、原発事故に対

するそういう意識が低いのでは、と思いました。それと同時に、私

も復興の状況や放射線に関する情報に関心を持つべきだと思いま

した。 

 今回の福島での交流は驚きに満ちたものばかりでした。日本に対

してサブカルチャーだけでなく福島の原発事故や放射線など実に様々な視点から関心を持っているメンバーが

いることや私以外の皆の思う将来や大学についての思い、など。活動に参加したメンバーだけしか見ていないか

ら分からないのですが、中国の高校生の中には、音楽やアニメ、漫画だけでなく、原発事故という福島の現在抱

えている深刻な問題など、多様な観点から日本に興味を持っている人が結構いるのだなと感じました。良い面に

せよ悪い面にせよそういった関心を持たれている国に住んでいることに、私は少しだけ誇りを持てたし、私も中

国に関心を持ちたいと思いました。日本で報道されている中国のニュースについて、もっと詳しく調べてみると

か、1 人 1 人が、興味を持つことから、互いの国について知り、友好を深めることも出来るのではないのかと思

いました。上海の高校生と交流できて良かったです。〈本田桃子〉 

 

私はバスを降りた時に、浪江町のあまりの静けさに驚きました。しかもこの静けさが震災で被災して、人が居

なくなり生活感を失った静けさだと知った時に、浪江町が本当に復興出来るのかがとても不安になりました。隣

を歩いていた中国の男の子に思わず｢この街は本当に復興出来るのかな｣と聞いてしまったほどです。でもその男

の子が｢なんで？僕はこの街が好きだよ。空気も綺麗だし、自然も美しい。だから絶対復興できると信じている｣

と言ってくれました。それを聞いて、自分が住んでいる県の、国のことではないのに、『信じている』と言って

くれたことが何よりも嬉しかったです。福島は日本の問題だけじゃなく、海外の人もちゃんと支援してくれてる

んだと感じることが出来ました。 



 また、この冬渡航して、ある女の子に｢夏に浪江町に行った時に、言葉に出来ないほど衝撃を受けた。でも、

あの街が復興できるように、ずっと祈っている。だから頑張ってください｣と言ってくれて、半年も経ったのに

覚えていてくれて、しかも励ましの言葉を掛けてくれたのがとても嬉しかったです。それと同時に本当に中国の

方は心が優しいと感じました。〈八巻裕希〉 

５ レポート（12 月上海渡航） 

【渡航前準備】 

今回の渡航では初の試みとして、福島・上海メンバー合同プレゼンを企画しました。渡航前からグループを分

けて互いに連絡を取り合い１つのプレゼンを完成させるというものです。今回班分けをした理由は「自分が興味

ないことしてもつまらないじゃん」その通りすぎる。医療・食・文化・建築の４班に分かれ、それぞれ当日のプ

レゼンに備えました。 

 渡航前に準備することはプレゼンだけではありません。クラウドファンディングサービス Ready For での寄

付呼びかけも大事なことの１つ。大変でした。とても大変でした。渡航前準備で一番大変だったかもしれません。

終了１週間前になっても目標金額に半分も届かず、正直諦めそうになっていました。「諦めたらそこで終了だよ

…」ではなく「集まらなかったら来年上海の子たちを福島に呼べない」。頑張りました。メンバー全員がそれぞ

れ知り合いの大人の方たちに支援をお願いし、どうにか目標金額の寄付をいただくことができました。そんなこ

んなですぐに渡航となりました。去年忘れたバスタオルとハンガーを確実にスーツケースに入れていざ仙台空港

へ。 

６ レポート（1 日目） 

【福島から上海へ～再会と初めまして～】 

 今回は大阪経由の渡航でした。上海までの便で、隣に座っていた方は日本に２０年住んでいる中国の方でした。



上海に着くまでの間、中国の話や、女性の息子さんの話をしました。こんなところにも一期一会の出会いがある

のだなと感じました。 

上海に着いて、はやく上海メンバーに会いたいと思いながら

空港を歩きました。１年ぶりに会うみんなは全然変わっていな

くて、私のことを覚えていてくれてすごく嬉しかったです。改

めてみた学校はとても懐かしく、初めて中国にきた去年のこと

を思い出しました。寮について、食べるご飯は去年よりも美味

しくなっていたことに驚きました。自己紹介を頑張りたくて、

渡航前からずっと考えて、練習をしていました。 

私の伝えたかったことは、去年参加して帰国後に小さな変化

ではあるけど、私の家族や友達が確実に中国に対する意識が変

わっているということです。私の行動が、日中友好に少しづつ繋がっているということを感じました。緊張する

ことなく、自己紹介では伝えたいことが自分の言葉で伝えられたので本当によかったです。〈加藤ひなた〉 

 

飛行機から降りたときに見えた空は、自分が今中国にいるのだという実感を沸かせました。しかし、それは汚

いという違和感は全くありませんでした。空港には今回交流した学生たちがお出迎えをしてくれたのですが、

初の顔合わせということで、まだお互いに緊張感が見られました。 

寮に向かう途中の車内で行われた、自己紹介。日本側は英語、

中国側は日本語と英語を駆使していました。初めて語学力の差を

痛感したのは、まさにこのときだろうと思います。となりに座っ

た学生に、パンフレットを見ながらたくさんの質問を投げかけた

のですが、そのときからすでに日本語を使っていたのは反省です。

学校についてからの始まりの会では、同じように自己紹介もしま

したが、一番記憶に残ったのは、Ice Breaking。「モッツアレラチ

ーズ！」と情熱的に叫んでいくなんともいえないこのゲームで、

自然と私たちの間に笑顔が生まれていました。〈山口聖二〉 

 

７ レポート（2 日目） 

【ディスカッション・プレゼンテーション】 

２日目。午前中は班ごとにプレゼンの準備、午後に発表という形でした。どの班も真剣に取り組んでいました。

日中それぞれに調べてきたことを発表しあい、プレゼンに向けてまとめていきました。昨年私は上海メンバーの

英語力と積極性に圧倒されてほとんど何もしゃべることができず、プレゼンどころではありませんでした。今年

こそ積極的に自分から発言する、これも今回の渡航の目標の１つでした。結果としては大満足。自分の言いたい

こと、伝えたいことをすべて他のメンバーに伝える事ができたと思っています。 

 班ごとのプレゼンも面白いものばかりでした。医療班はプレゼンに劇を織り混ぜて見ていて飽きませんでし

た。食の班は実際に食べ物を持ってきて食べてもらうといった独特のプレゼンでした。建築班はパソコンで模型

をつくるといった非常に高度なものでした。そして私たち文化の班は実際にあるアプリを紹介してメンバーで使

えるようにといったものでした。どの班も深く調べていて楽しいプレゼンでした。〈菅野翔佳〉 

 

私は食について調べるグループで、渡航前に調べたこと、発表する英語の原稿、と大体まとめて臨むことが出

モッツァレラチーズと叫んでいる聖二…。 



来ました。しかし、当日上海側のメンバーとのディスカッションの時に、英語を使って話すことがうまく出来ま

せんでした。事前にメンバーと SNS を通して会話をすることなら出来たのに、何故口頭での会話は上手くいかない

のだろうと自分の英語力のなさを痛感しました。これからは英語を書けることだけではなく、話せるようになりたい

と心から思いました。プレゼンについては、楽しく聴いている人も参加できるようなプレゼンが出来て良かったです。

今回の経験は、大学生や社会人になってからも使えると思うので、役立てていきたいです。〈本田桃子〉 

 

（１）医療 

■渡航前の準備 

医療の班はお互いの医療制度&環境について質問を出し、情報を共有し合いました。中国を訪れる前、事前に

調べた情報の信憑性や背景を知るため、相馬中央病院の内科医師である森田知宏先生に skype で質問をさせてい

ただいたりもしました。 

■ディスカッションの様子 

中国側からは「日本ではケガを負ったときや風邪を引いたときどこの病院にいくのか」

「福島の病院はどのくらい充実しているのか(実感的に)」「薬はどこで手に入れるの

か」「お金がない人はどうやって治療をうけるのか」等、普段生活している上で身近

にある「医療」について質問をうけました。私たちも同じような内容を聞きたかった

ため、両国の「医療」の問題点や特徴を比較することができました。 

 

■ディスカッションからわかった両国の問題 

共通していたのは看護師の数が両国とも不足していること。 

■中国が抱える問題 

 「看病難」（診療を受けるのが難しい）「看病貴」（治療費が高い）という問題が社会現象化している。 

 貧困世帯にとっては、生活水準を大きく低下させる原因にもなっている。 

 （背景には、過剰診療による医療費の高騰と、行き過ぎた市場化による個人への負担があると考

えられている） 

 医療費が高騰している。個人の負担が大きくなれば、富裕層と貧困層での医療格差が広がってしまう。 

■日本が抱える問題 

 過剰な投薬や診療行為に繋がりやすく、医療費のむだを生み出しやすい。 

 高齢化社会を迎えるにあたって、保険収入が増えない。 

 健康保険制度を支える若年層の数が減ってきている。 

 医療費が膨張し、健康保険制度の財源が、破綻の危機にある。 

今回は森田先生の意見もふまえながら、自分達で調べた内容を共有し、詳しい知識を増やしていくことができ

ました。(山口聖二) 

 

（２）食 

■渡航前の準備 

「食」班は、お互いの知らない食べ物を学ぶということをしました。私たちが毎日食べている食べ物にも、日本

と中国には違いがあります。その互いの国の食文化を理解することで、異文化理解に繋がって、理解からの日中

友好に繋がるのではと思い、このテーマにしました。一言に「食」といっても範囲が大きいので、範囲を絞ろう

という話になりました。会議をする中で日本にない日本料理が中国にあったり、中国にはない中華料理が日本に

あったりすることがわかり、大きな発見でした。 

結局、最終的には、日本と中国の「こんなもの食べるの？」と思うような食べ物について調べることにしまし

おくすり手帳の存在も紹介しました 



た。プレゼンが盛り上がるよう、実際に食べ物を持ち寄り、皆に食べてもらうことにしました。日本側は「イナ

ゴの佃煮」、中国側は「臭豆腐」を用意しました。その後は、その食べ物は一体何なのか、それを食べるように

なった背景、調理方法、などを各自調べ、話し合いました。 

 

■ディスカッションの様子 

日本のメンバーには臭豆腐を、中国メンバーにはイナゴを食べてもらいました。臭豆腐は名前の通り臭いが強

く、皆「臭い。」だとか「ドックフードの臭いがする。」など臭いに関する感想ばかりでした。でも「普通に美味

しい。」という人もいて、人それぞれでした。イナゴを食べてもらった感想にも「気持ち悪い。」だったり「虫を

食べている食感がとてもする。」という声もあったが、中には余ったイナゴをつまみ「美味しい。」と言う人もい

ました。 

 

■ディスカッションから得られたもの 

お互いの知らない食べ物を、実際に口にしたり目で見てみ

たりすることで、食という切り口から日本と中国の文化の違

いを少し知ることが出来た気がします。 

今回は、2つの食べ物に焦点を当てましたが、この他にも

日本と中国には不思議な食べ物が沢山あります。片方からし

たら何故そんなものを食べるのかと疑うようなものでも、そ

の食べ物を食べるようになったのには、大抵はちゃんとした

理由があります。また、理由はわからなくても、小さい頃からよく食べていたりと、自分の国の人にとっては当

たり前の存在の食べ物だったりもします。でも私たちは、それを知らずに過ごしています。これは、食だけでは

なく他の事にも言えることが出来るのではないでしょうか。日本と中国について深く見ていく、自分の肌で感じ

ることが、新たな発見やそれに対する自分の考えが生み出されることに繋がると思います。そこから、中国に対

する見方も変わってくると思います。1人 1人がその意識を持てば、日中友好に近づけるはずだと思います。(本

田桃子) 

 

（３）建築 

 ■ディスカッションの様子 

建築班では日中友好のきっかけになるような中国と日本の建築技術を取り入れた建物を造ろうという課題を

もとに話し合いました。お互いの国の自然災害や古代の建築、価値観の違いなどを話し合いました。 

まず日本側が中国側に提案した内容は、日本の耐震性に優れた技術が使われている「五重塔」と「高床式倉庫」

を例にあげました。五重塔には螺旋構造がほどこされており、

建物の軸となる真ん中の柱がないのが特徴です。木材が交互

に組み立てられているため、地震があるとその交互に組み立

てられた構造のおかげで、揺れを吸収し、建物が倒れること

はないです。自然災害を考えた上で高床式倉庫は、建物に四

本の足がついていて倉庫が地面から離れています。中国でも、

台風などの自然災害によって洪水がしばしば起こります。洪

水で建物の一階部分が浸水してしまうことが少なくないの

で、この高床式の技術を取り入れればいい建物が出来上がる

のではないかなという意見を述べました。 

価値観の面では、インパクトのある形をした高層建物を建てたいという意見でまとまりました。 

臭豆腐を食べる瞬間 



 中国には、自然災害対策として、台風などの際、風によるの影響を和らげるため、風を通す穴が開いている建

物があるそうです。その技術を取り入れたいという意見が、中国側から聞こえました。また、古代の技術を自然

災害対策に生かす点で日本側と意見が一致し、高床式倉庫の足をつける技術を取り入れようという話になりまし

た。 

 両国の意見を取り入れた建物を考えていくため、一人ひとり、建物のイメージ図を絵に描き出す作業をしてみ

ました。そこから、高床式と五重塔と穴の開いた建物の技術を取り入れつつ、高層にしてインパクトのある建物

にするために、台風の影響をさらに和らげられる凸凹の形にして、てっぺんに風力発電もつけた建物の設計図が

完成しました。 

■反省 

 私は話し合いの際、相手の言っていることを中途半端にしか理解していませんでした。どういう中国の良

さを取り入れると良いのかがあまり分かっていないまま、絵に書き出す作業をむかえてしまいました。わか

らないことは、わからないことが出てきた時点で積極的に質問しなければと反省しました。また、五重塔の

仕組みをうまく説明できず、中国側に正しく伝わらない場面がありました。事前に五重塔の画像を用意し、

言語を使わない方法を用意すればよかったというのも、反省点です。お互いの優れた建築技術を取り入れた

建物が日中友好のきっかけになればいいなとおもいました。(佐久間れいな) 

 

（４）文化 

■渡航前の準備 

文化というテーマについて考えるうえで、「誰にとっての文化か」として、日中の高校生を設定しました。今

の高校生が両国に対するイメージを変えることができたならば、大人となったとき、互いの国を理解しあえる人

材が生まれるのではないかと考えたからです。 

当初福島側メンバーは、スマートフォンに目を向けました。中国では、外国製のアプリが一部使えません。そ

のため、中国の高校生とも交流のできるアプリを作ろうと考えたのです。しかし、実際に中国メンバーとオンラ

インで打ち合わせをしてみると考えが大きく変わりました。すでに Weibo というアプリが存在していたのです。

Weibo には、アニメ、ドラマ、映画、音楽等エンターテイメント情報が投稿され、言語は、中国語、英語、そし

て日本語も使うことができます。日本の高校生がどんなことを投稿したら中国の高校生にとって嬉しいのか中国

メンバーに聞いてみると、「中国の人は、日本のアニメや音楽、文化が大好きなのでそれらを紹介するようなこ

とを投稿してほしい！」と教えてくれました。 

そこで私は「日本ではどのような曲が『みんなに愛される曲』になるのか」ということについて調べてみまし

た。プレゼンテーションに向けて日本の音楽を調べていた時、日本をよく知る中国のメンバーに紹介できる「日

本でみんなに愛されている曲」とは何か。それにはどのような特徴があるのか。日中間で特徴に違いはあるのか、

と疑問に思ったからです。 

 曲を調査していくにあたって、まず初めに「日本のカラオケランキング」に注目して調査しました。その結果、

2005 年～2015 年のトップ 10 には必ず「ハナミズキ（一青窈）」が入っていることが分かったのです。そして次

に、ハナミズキを例としてなぜ人気があるのかについて調べました。これらの調査の結果から、私は「f/1 ゆら

ぎ」が関係しているのではないかという仮説を立てました。f/1 ゆらぎ仮説とは、高音の波と低音の波の２つが

良いバランスで混ざり合い、日本人の耳にとって心地よい音を作り出しているのではないか、というものです。

本番のプレゼンテーションでは、私が探した「ハナミズキに似ているとされる曲」を中国メンバーに聞いてもら

い、「日本でみんなに愛されている曲」として紹介してきました 

■ディスカッションの様子 

 私は、このプレゼンテーションはディスカッションの場のみで発表しようと考えていました。なぜなら、全員

の前で英語で発表出来る自信がなかったからです。しかも当日、他のテーマについてディスカッションしている



際にも、英語の質問にもろくに答えられず、大きなショックを受けていた私にとって全員の前で発表など考えら

れませんでした。しかし、伴場さんや先輩方の後押しもあって発表することになりました。突然のことだったの

で、正直に言うと、あまりの緊張のせいで何を話したのかほとんど覚えていません。だだ、終えたときの達成感

と大きな拍手、そして涙が流れたことははっきりと覚えています。その涙が、うれし泣きなのか悔し泣きなのか

分からないけれど一生忘れることはないと思います。 

■ディスカッションから得られたもの 

こんな私が言えることではないのかもしれませんが、もし皆さんが同じような立場になったとき、ぜひ胸を張

ってチャレンジしてほしいなと思います。自信は初めからあるものではなく、何か今までとは違ったことに挑戦

した後に初めて持てるものなのだと私は思います。もちろん、挑戦するための努力や支えてくれる人への感謝も

忘れてはなりませんが、まずは自分が一歩踏み出すことが大切なのだと思います。よく聞く「カッコいい大人」

とは多くの挑戦をしてきた人ではないのでしょうか。 

また、私はこれまで、相手の国について調べることが交流なのだと思っていました。日本は中国について調べ、

知ろうとする。逆に中国は日本について調べ、知ろうとする。この形のみが交流なのだと思っていたのです。し

かし、今回のプレゼンテーションを通して、日本から中国のために情報を発信していくことも立派な交流になる

のではないかと思いました。 

日本は島国であるから、自国の情報をどんどん他国へ発信していかなくては利益を得ることはできない。一方

中国は、人口が多いため自国への情報発信だけで十分な利益が得られる。日本に中国のアーティストやアニメの

情報が少ないのはこのためです。ならば、無理をしてまで中国について知ろうとするのではなく、私達は、中国

の人が求める「日本の情報」を発信していけば良いのではないかと思います。 

文化は、国と国を繋げる最大の武器だと思います。その国で、

自分の興味のあるアニメや音楽を知ろうとすることは、すなわち

その国を知ることに繋がっていくのではないかと私達は考えて

います。きっと、日中友好にも繋がっていくはずです。今回のプ

レゼンテーションやディスカッションでは、本当にたくさんのこ

とに気づき、考えることができました。とても良い経験になった

と思います。中国のメンバーに心から感謝したいです。（平井陽

菜） 

【上海観光】 

 そのあとの上海観光では、高層の建物がたくさん立ち並んでい

て人口の多さがうかがえました。空気は PM.2.5 の影響で少しぼん

やりはしていたけど街はとてもキラキラしていて、一見、途上国

とは思えないほど経済発展していました。しかし、一本道を逸れ

れば、お金をくださいとしつこく言ってくる人もいたり建物が古

びていたりして、貧富の差を感じました。それに比べて日本は、

物乞いをしてくる人はほとんど見かけず、普段貧富の差を感じる

ことはありません。中国はものすごい勢いで経済発展を遂げてい

ます。しかし、経済成長に力を入れすぎて庶民の生活の質にまで目を向けられていないのではないかと私は思い

ました。だから、中国に五日間生活しただけでも貧しすぎて庶民の生活の質にまで目を向けられていないのでは

ないかと私は思いました。だから、中国に 5 日間生活しただけでも貧富の差を直接肌で感じました。〈佐久間れ

いな〉 

 



 観光はほぼ去年と同じルートでしたがやはりその輝きには目を見張るものばかりでした。キラキラした街中

をメンバー全員で歩く時間は何にも例えられないくらい幸せなものとなりました。去年よりもキャッチセールス

に多く話しかけられたかな、という感じでした。物乞いの人もいましたが、だいたいそういったものは偽物でお

金を稼ぐためにやっている、との話を聞いていたため、全員でスルー。そこでメンバーの一人が発した「海外旅

行重ねると冷たくなるね」という言葉。本当にお金がなくて困っている人なのかもしれない、でも特別困ってい

ない人かも？子どもがお金を出すのは馬鹿なのかな？中国と日本の友好関係とは違う、あいでみとは違う問題で

あるけどもそういったことを考えるのも大事だと思いました。もちろん観光はずっと楽しくてたくさんお買いも

のしました！〈菅野翔佳〉 

 

二日目の午後、僕たちは四つの班に分かれて上海市街を散策しま

した。まず初めに感じたことは、街がカラフルだなということです。

たくさんの高層ビルが青や紫、緑などさまざまな色に輝いていまし

た。そして、華やかな色遣いのビルはとても面白い名前のものが多

かったです。例えば、黄色と赤で輝いているお城の様な百貨店の名

前は「新世界」と書いてありました。そして、各班それぞれご飯を

食べました。日本の中華料理店と大体メニューは同じかなと思って

いたところ、意外にも初めて見る料理が沢山ありました。逆に日本

なら絶対ある料理が無かったりして少し驚きました。一番印象に残っているのは亀ゼリーです。面白半分で注文

し食べてみたところ、とても苦い味でした。そして最後にみんなで展望台の高さでは未だに世界一の座を守って

いる上海金融センターに上りました。あいにく大きな雲がかかっていた為、展望台から上海の中心街を一望する

ことは出来ませんでした。また、世界でも著名なブランドショップの多さと、それぞれショップの展開面積の大

きさに驚きました。例えば Apple ストア。日本では考えられないくらい大きかったです。 

しかし、上海は中国で一、二を争う経済都市かもしれませんが、てっぺんと、一番下の人の差が、日本では考

えられない程開いていると感じました。貧富のグラデーションが物凄く激しく、一生懸命デパートの入り口を掃

除する人、物乞いをする人、地下歩道の入り口で寒さの中必死に傘を売る人、高そうなコートを着てブランドシ

ョップへ入っていく人、いろんな人がいました。〈渡邉輝大〉 

 

上海の建物は電飾がきらびやかで、どこもかしこもキラキラして見えました。日本よりももっと活気づいてい

る感じのする都会の夜の街並みでした。ですが、高い建物の上から見た夜景は、悪天候のせいか、雲ではっきり

と見えなかったのが残念でした。また中国に行けたら、今度は綺麗な夜景を見たいです。そして他にも、美味し

い料理のあるレストランや日本でも有名なチョコレート屋、可愛い金太郎飴を売っているお店、1 元で回せる謎

のガチャポンなどなど…とても興味深いものばかりでした。日本と中国の違いを感じ取れる良い機会となりまし

た。〈本田桃子〉 

 

さすがは大都会上海、といった具合に立ち並ぶビルの山。福島出身の自分には見慣れないものばかりで、首が

痛くなる始末でした。ただ、高層ビルが立ち並んでいるだけではなく、少し離れてみると活気のある商店街もあ

り、とても賑やかでこっちまで楽しい気分になりました。立ち並ぶ店には、観光客用の商品がたくさん並んでい

て、よくよく見てみるとコピー商品だったりするものもあり、それを探すのも自分はちょっと楽しいと感じまし

た。 物乞いや、観光地名物(？)のようなものを売りつけようとしてくる人もいました。しっかり日本人だと分

かった上で話しかけてきて、よりによって気の弱そうな人や、押しに弱そうな人に集中的に声をかけていたので、

逆に感心してしまいました。 街を楽しげに歩いたりしている人がたくさんいる一方、物乞いなどもよく見かけ

たため、貧富の差を肌で感じました。社会主義で平等な国家だと思っていた中国の、しかも中枢都市のような上



海でこんなことと遭遇するとは思ってもおらず、福島では見ることのできない光景で、貴重な経験になりました。

〈七島淳平〉 

８ レポート（3 日目） 

【授業見学・学校見学】 

私は、英語と化学の授業を見学させてもらいました。英語はテストの返却をしていました。それは、日本と変

わらない授業でした化学では、前半はテストの返却をして後半は、化学の授業を進めていました。去年も化学と

英語をとっており、全く理解できなかったのを覚えています。ですが、今年はちょうど学校でやっている範囲だ

ったので、今何をしているのかしっかり理解できたのが、すごく嬉しかったです。〈加藤ひなた〉 

 

私は化学と英語の授業を受けました。どちらの授業もテストの解説をしていました。そして、授業中の生徒の

様子に私はびっくりしました。寝ている生徒など 1人もおらず、皆真剣に授業を聞いていました。静かに授業を

受けているのかというとそうでもなく、疑問点や気づいたところを話しているのか、周囲のクラスメートと熱心

にひそひそと会話をしていました。これが、理想の授業形態なのかと思いました。私は化学を学校で選択してい

ないので、化学の授業はちんぷんかんぷんで、凄さというものが実感できませんでした。しかし、英語の授業の

凄さはよく分かりました。先生が配ってくれた英語の問題用紙を見ると、一目瞭然でした。問題文から選択肢の

文においてほとんどが英語だったのです。”Sentence Translation”の問題だけ、中国語の文が書いてあるぐら

いでした。英語の授業は所々聞き取れるところがあり、先生が「heroine って単語があるけど e を書き忘れたら

heroin、つまり麻薬という意味になっちゃう。」と言って、生徒がクスクスと笑っているのは何となく分かりま

した。前に私の中学の先生も同じことを言っていたので、先生が笑いを取ろうとするポイントは日中一緒だと思

いました。 

また、上海側のメンバーの友人とも休み時間に少しだけ雑談をしました。その友人は日本語が上手で、学校の

話やあいでみ中国メンバーの話が出来ました。また、中国メンバーのルームメイトに会った時には笑顔

で”hello!”と挨拶をしてくれました。ニュースでは度々反日の中国人ばかり取り上げられていますが、このよ

うに親切な人達もいるのだなと実感しました。家庭訪問に次いで多くの事を感じられた体験でした。〈本田桃子〉 

 

 私が体験した授業は化学と英語でした。そろそろ授業が始まってしまう、周さんに連れられて教室へ。ギリ

ギリセーフ！「あの、ここ人がいっぱいなので別の教室行きます」えっ。ギリギリアウトでした。上海の学校で

遅刻しました。去年の授業と違い、今回はテストの返却と解説が主でした。誰もが一生懸命先生の話を聞き、周

りの友人とわからないところを確認しあう授業中の態度は見習わなくてはいけないな、と思いました。学校見学

では去年と同じように校内を案内して頂きました。設備が整っていて迷子になりそうなくらい広い校舎は２回目

であっても驚きました。〈菅野翔佳〉 



【福島に関するプレゼン】 

 今回、上海メンバーの Ken(李宋軒)による粋な計らい（？）で復旦大学付属中学にてあいでみの活動を発表す

ることができました。佐久間れいな、小貫和音、渡邊輝大、私（菅野翔佳）の 4人で福島の現状とあいでみに関

するプレゼンを準備しました。知らない人の前でやるプレゼンは緊張するもので、ギリギリまでスライドの確認、

発表内容の確認など大慌てでした。ですが、いざプレゼンとなると全員が堂々と前を向いて発表していました。

実際にそのことについて話をするとき、知っていたつもりでも全く知らないことばかりで１つのプレゼンを作る

ことも大事なのですが、その過程でどれだけのことが得られるのかも大切だと感じました。 

【家庭訪問】 

（１）菅野翔佳と黄佳晶のレポート 

 家庭訪問では黄さんの家庭にお邪魔しました。家へ向かう途中、私が飲みたいと言っていたタピオカミルク

ティーを黄さんが買ってくれました。日本ではあまり見られないあたたかいものでしたが非常においしく、日

本でもいつか発売されないかな・・・と思ったりしました。マンションが何軒も立ち並ぶ場所まで着き、道を

進むと黄さんの住むマンションに到着しました。家に入ると黄さんのお母さんとおばあさんが迎えてくれまし

た。夕食が出来るまで中国で行ったところや日本の話をたくさんしました。すると、おばあさんがお酒を取り

出してきて「飲む？」とのこと。いやいや！まだ未成年ですから！ちゃんとお断りしました。黄さんによると、

おばあちゃんはそのお酒が大好きで毎日飲んでいるようです。その後、豪華な夕食を用意して頂き、（無事？）

楽しい時間を過ごすことができました。お酒は二十歳になってから。 

 

（２）加藤ひなたと徐嘉頴のレポート 

私は徐さんの家におじゃましました。去年の家庭訪問は翔佳さんと２人だったのですが、今年はなんと１人と

いうことで緊張しました。徐さんは、私のペアでもあったため仲良く２人で家まで行きました。建物の間の裏道

を通り、そこには野良犬がいたり魚が子供用のビニールプールの中に生きたまま売っていたりして、初めて見る

光景に驚きました。徐さんの家はアパートの７階でした。家に着くとお母さんとお父さんが笑顔で迎えてくれま

した。そこでは、よく家で食べるという家庭料理を振る舞ってくれました。お父さんはネットを使い、福島の地

図を開き「どこに住んでいるの？」など、たくさん質問をしてくれました。徐さんの家族は日本が好きで、お母

さんが前に日本語の勉強をしていたり、家族で日本に旅行に来ていたりして、そのときのエピソードなどをたく

さん話してもらいました。私は家庭訪問で、日本が好きという徐さんの家族と出会えて心から嬉しいと思いまし

た。今の私の夢は、徐さんの家族に福島を案内することです。〈加藤ひなた〉 

 

（３）佐久間れいなと張嘉文のレポート 

 私たちは、張さんの両親とデパートで待ち合わせをしていました。そのデパート内のお店で夕食をごちそうに

なりました。両親に会うまで私はとても緊張していました。しかし流暢な日本語で話しかけてくれたので驚きま

した。張さんの両親は、学生時代に日本へ留学していた経験があったからとのことでした。張さんには日本人の

いとこがいて日本にも何度も行ったことがあるそうです。日本人と話しているみたいに楽しく話せました。日本

人と中国人には言語の違いくらいしか壁がないのではないかと感じるほどでした。日本人が中国に対し偏見を持

っているのは、中国の方に申し訳ないしもったいないと思いました。 

 夕食を終え家に向かっていると、デパートから徒歩１０分もかからないところなのに、少し道を逸れるとキラ

キラしていた街が薄暗く感じて、街の雰囲気も違うように感じました。 

 張さんのお家はマンションでした。人口が多いのが感じられました。家では張さんと張さんの両親と日本の話

をたくさんしました。「羅生門」を知っていて驚いたのを覚えています。短い時間だったけど本当に楽しくて温



かくて、ますます中国の方を好きになりました。感じたこの心の温かさは、実際に交流しなければ分からなかっ

たことだと思いました。ただ一つ、中国の家庭料理を食べてみたかったとも思いました。〈佐久間れいな〉 

 

（４）渡邉賢太朗・七島淳平・渡邉輝大と周君輝・楊明軒のレポート 

 淳平と輝大と中国メンバーのヤン君(楊明軒)と、周の家に行きました。小籠包をはじめ、美味しい中国料理

をたくさん食べました。食事のあとはトランプをやり、ババ抜きのルールを教えたらすごく楽しんでくれまし

た。みんなで、将来の夢を語りあったとき、大学は日本へ留学するっていってくれて本当に嬉しく思いました。

あいでみに参加してくれたメンバーのほとんどは日本の大学に留学することを考えてくれて、日本を好きって

言ってくれる最高の友達だと思います。〈渡邉賢太朗〉 

 

中国の高校生の家で夜ご飯を食べさせてもらいました。ドアを開けると、日本のような玄関はなく、すぐにリ

ビングが広がっていました。中国の高校生(周さんというニックネームで呼んでいた)の家族と、犬が出迎えてく

れました。テーブルに案内され、はじめに出てきたのはフルーツでした。本番の料理が出てくるまで客人を飽き

させないような配慮だと自分は思い、日本と変わらず「もてなし」の文化を重んじているように感じました。そ

して、料理がテーブルに並べられていくのですが、まったく勢いが止まることはなく、どんどん(本当にどんど

ん)料理が出てきました。次々と増える絶品の料理に舌鼓を打ちつつも、割と自信のあった胃袋も限界を訴える

ほどに満腹になりました。最後に頂いたデザート(甘酒に団子が入ったもの)はとてもあたたかい味がして、中国

の家庭の味を身近に感じることができました。 食後は日本と中国の高校生でトランプをしました。日本では常

識といってもいいほどメジャーであるババ抜きも中国では知られていないようで、拙い英語で教えながら楽しむ

ことができました(次の日のバスでもやるくらいハマったようだった)。〈七島淳平〉 

 

僕は周さんの家庭を訪問しました五階建てのアパートが立ち並ぶ集合住宅街に入る前には大きな門があり警

備員が駐留していました。家の中に入ってみると外観に比べて中は改装した様に新しかったです。周さんの家は、

周さんの父、母 周さんの三人家族でした。食事はフルコース×２と言わんばかりに、六時過ぎ位に食事を始め

てから八時半まで皿が次々と運ばれてきました。中国の料理と言ったら小籠包などのポピュラーなものをイメー

ジする僕にとって、中国の家庭料理は驚き尽くしでした。特に印象的だったのは、大きな川鮭丸々一匹の煮付け

です。鮭は日本でよく食べられるのですが、煮付けとしては食べた事も無いし、聞いた事も無かったです。食後、

周さんはジューサーでオレンジジュースを作ってくれました。とても美味しかったです。家の中をよく見たら、

Apple のデスクトップ、薄型テレビなど日本と何ら変わらない家電が沢山ありました。そしてついていたテレビ

番組は週に一回だけ放送される英語オンリーの番

組でした。さすが復旦生だと思いました。そのあ

と周さん、楊君、健太郎先輩、淳平と僕の五人で

トランプをしました。ポーカーやババ抜き、ジジ

抜きをしました。比較的トランプのなかでは簡単

なほうのものばかりでありますが、微妙に日本と

中国でルールが違かったりしました。一番感じた

のは、言葉が無くてもとても楽しめたことです。

相手の微妙な表情の変化、ジェスチャーだけで会

話ができました。みんなでトランプをやっていて

いると、中国の高校生も日本の高校生も全然変わ

らないと思いました。〈渡邉輝大〉 



（５）本田桃子・平井陽菜と葉云菁のレポート 

私は葉云菁さん（ゆうちゃん）の家に訪問しました。 

彼女の家族は、両親と祖父母、双子の兄の 6人家族でした。私は中国というと「一人っ子政策」のイメージが

強いので、兄弟がいるのは珍しいことなのかなと思い、彼女に聞いてみたところ、同級生に兄弟姉妹がいる人は

少ないと言っていました。訪問した時には、お兄さんは私たちに会うのを恥ずかしがって、外出していたそうな

ので、会うことが出来ず残念でした。 

夕飯の前に、お母さんが家族皆で仲良く一緒に過ごせますように…(中国語で「団団圓圓」)という願いの込め

られた黒胡麻団子を出してくれました。日本に帰ってから調べたところ、元宵節という旧暦の 1 月 15 日にあた

り、旧正月後の最初の満月の日を祝う日に家族で食べるものだそうです。それは、とても美味しかったです。 

夕食前にお菓子やお茶を飲みながら、中国のテレビニュースを見ていたら、PM2.5 に関するニュースをやって

いました。このことについて、色々と質問したのですが「中国では工業時に出る汚染ガスに関する法律がないか

ら、どの企業も利益を得ることを優先している。大気汚染をどうにかしようとする意識は低い。」というような

ことを言っていました。そういった所の設備も今後中国の問題になってくると思います。夕飯は、上海ガニと北

京ダック、水餃子スープをご馳走になりました。上海ガニは雄と雌で味が違って、どちらも美味しかったです。

北京ダックは、何とも言えないくらい美味しくて、たくさん食べてしまいました。 

今回の家庭訪問を通して、家族団らんの温かさというのは、どこの国でも同じものなのかなと思いました。食

事中皆と笑顔で楽しく話が出来て、とても良かったです。別れの時に彼女の家族に笑顔で見送られたとき、私は

この家庭に訪問出来て良かったと心から思いました。〈本田桃子〉 

 

 私は、ユウちゃん（葉云菁）の家を訪問しました。ユウちゃんの家はマンションで１つの部屋が２階建てとな

っていました。私達が部屋の前まで来ると、ユウちゃんのお母さんとおばあちゃんが、わざわざ出迎えに出てき

てくれました。私は、家に行ったら嫌がられてしまうのではないかととても不安だったので、涙が出てしまうほ

ど嬉しかったです。中に入ると、中国らしい赤の飾りがあったり、とても立派な仏壇がありました。中国も先祖

を大切にする素晴らしい国なのだと思いました。 

そして、楽しみにしていた夕食では、北京ダック、上海ガニ、おばあちゃんが手作りしてくれた餃子をいただ

きました。上海ガニの食べ方は特殊で難しかったのですが、教えてもらいながらおいしくいただきました。ユウ

ちゃんが、「こんなに豪華な食事、見たことない！」と言っているのを聞いて、ユウちゃんの家族の皆さんが、

私達に食べてもらおうと準備してくれたのだなぁと胸が熱くなりました。とても短い時間でしたが、中国の人々

の温かさ、そして、家庭の文化に触れることのできた楽しい時間でした。ユウちゃん、家族の皆さんありがとう

ございました！〈平井陽菜〉 

（６）小貫和音・山口聖二と唐逸楊のレポート 

三日目の午後から、私たちは中国側の高校生の家庭にお邪魔して、家庭訪問を行いました。そこでは、中国の

一般の家庭料理を振る舞ってくれました。私はどんな料理が出てくるのか想像できていなかったので、期待と不

安といった気持でした。最初は、中国側の高校生だけが日本に興味があるんだろうと思っていましたが、実際は、      

家庭の家族全員が温かく迎えてくれました。出てきた料理は、もちろん知らない料理もありました、しかし私の

知っている料理や、好きなメニューも振る舞ってくれました。そこでうれしかったのはサラダです。中国はやは

り油ものがおおく 5日間でこの食べた唯一の生野菜と魚といえます。食事中も、「おいしい？」「何が一番好き？」

など会話を挟んでくれました。そうすることで私は緊張せずに食事を楽しむことができました。 

私が、食事が終わったかな？と思うと次から次に料理が出てきてびっくりしました。そして、私だけじゃなく

多くのメンバーも食べたと思いますが、上海と言ったら上海ガニ。日本のカニと何が違うのだろうと思っていま

した。上海ガニは日本のものより小ぶりで毛ガニくらいのサイズです。しかし、とってもおいしかったです。テ

ーブルには、日本のスイーツなどもあって、日本の食文化も浸透しているんだなと思いました。また、中国のデ



ザートも振る舞ってくれました。デザートといえば冷たくて、甘いというイメージでした。しかし、ででてきた

のは確かに甘いのですが、あったかいのですおしるこみたいな存在なのかなと思いました。甘酒にあんこの餅を

入れて煮たようなデザートでした。私は、甘酒が苦手なのですがそのデザートで少し克服できた気がします。食

事が終わり、帰る時間になり、最後にはハグができるまでに仲良くなることができました。〈小貫和音〉 

 

家に入り、彼女の母親の歓迎された私たちがまず驚いたのが、マンションの中が二階建てになっているという

ことです。そしてそれは、日本の一軒家とほぼ同等の広さを誇っていました。そして次に、大画面のテレビで日

本のアニメを見ました。中国でも見ることのできるアニメの種類はとても多く、(少年少女漫画から戦隊ものま

で)中には自分さえ知らないようなアニメもありました。音声はすべて日本語で、字幕で中国語が流れていまし

た。彼女はこれをみて日本に興味をもち、日本語の勉強にも使っているのだとか。「好きなものこそ上手なれ」

という言葉がありますが、その通りだな、と改めて感じました。しばらくすると父親が帰宅し、夕食の時間がや

ってきました。夫婦で仲良く料理をする後ろ姿は、日本でもなかなか見られない光景だろうと思いました。(彼

女がいうには、初めてのことらしいが)食卓にならべられた料理はやはり日本の料理よりも味付けが濃く感じら

れましたが、十分に満足しました。特に最後に食べた上海ガニの濃厚さはまだ記憶に新しいです。ここで出会っ

た方々は本当に気さくで明るく、食事中に日本について質問してくださったのは本当に嬉しかったです。〈山口

聖二〉 

９ レポート（4 日目） 

【復旦生徒による杭州案内】 

上海から車で 3時間、杭州へ。昨年は、中国の中の上海と

いう一部分しか見ませんでした。中国側のご厚意で、上海と

いう一部だけではなく、違う中国も見ることができました。

杭州は大都会を感じさせる上海とは違った中国の自然や中

国数千年の歴史が感じられる場所でした。新たな中国を見て

感じることができた機会を設けてくださった中国側にとても有難みを感じます。観光や西湖で舟に乗ったりしま

した。上海とは違い、伝統ある風景や建造物が不思議な雰囲気を醸し出していました。中でも自分は、西湖の風

景がとても気に入りました。水墨画に出てくるような風景が目の前に広がって流石、世界文化遺産なだけあるも

のだと思いました。少し曇っていたがそれもまた良かったです。〈渡邉賢太朗〉 

【お別れ会】 

お別れ会では、中国メンバーの Ken と前から計

画していた、サンタの服装でのサプライズ登場、

歌の披露をしました。クリスマスも近く、自分は

高校生として最後の上海での活動だったため何か

やりたいという提案のもとこの計画を立てました。

計画に協力してくれたメンバーには本当に感謝で

す。歌は、昨年も先輩が歌ったスラムダンクのテ

ーマソング「世界が終わるまでは」を今年も歌い

ました。中国でも日本のアニメソングは人気で、

中国メンバーも多くが知っていました。メンバー一人ひとりが個性を発揮して、楽しい時間を共有することがで

きたと思います。〈渡邉賢太朗〉 



１０ レポート（5 日目） 

【お見送り】 

朝早くから起床し、出発しなければならなかったのですが、たくさんの仲間が学校まで見送りに来てくれまし

た。別れを惜しんで涙する、というよりか、再開を待ちわびて楽しそうにしているといった印象がありました。

何人かの学生は空港まで見送りに来てくれて、「日本の大学に行けるよう頑張る」といってくれたメンバーもい

ました。また会える日を楽しみに、私たちは日本へと帰国しました。〈山口聖二〉 

１１ まとめ（感想や感じたこと） 

加藤ひなた 

【まとめ】 

私は今回「新メンバーへ！」という思いでやってきました。そこには私が去年の先輩方にあいでみを通して、

大きなきっかけを掴ませてもらうことが出来たからです。コアメンバーとして渡航させて頂くなかで、私はみん

なのためになにを頑張れば良いのだろうかとずっと考えていました。その中で出た答えが「新メンバーへ！」で

した。 

一緒に渡航した同じ高校の友人の佐久間れいなや、後輩を見て、先輩として、コアメンバーとして、より一層

頑張らなければいけないと思いました。みんなを見ていると１年前の自分を思い出しました。はじめの頃は、中

国についてあまり関心もなく普段と違う環境に慣れなく

て、渡航して初めて中国という国を自分の目で見て、経験

して、知らなかったものがみえてきて・・・。私は友人の

姿や、新メンバーの子たちが言っていた渡航のまとめや感

想を聞いて、新メンバーにたくさんのものを感じ、学んで

ほしいという私の願いは実現したと確信しました。来年度

のあいでみも、あの子たちなら大丈夫だと思います。これ

からもあいでみの応援よろしくお願いいたします。 

渡邉賢太朗 

【まとめ】 

自分にとって 2回目の上海渡航でした。昨年の自分は先

輩の背中を追っていくことだけに精一杯で何もできませ

んでした。その悔しさが今年 1年の活動の励みになったと

思います。先輩方からあいでみを引き継ぎ、責任と不安が

常に自分の中にありましたが、今振り返ればあっという間

でした。クラウドファンディングの担当をしたり、コアメ

ンバーとしてみんなを率いたことは貴重な経験となりこ

の 1年の実績を残せたと思います。クラウドファンディン

グではあいでみのプロジェクトページを作成したところ

から現在に至るまで仕事をこなしてきました。新体制とな

ったあいでみの活動が始まった際、私には強い思いが後輩メンバーに向けてありました。それは、昨年自分がた

くさん経験したもの以上のものを経験してもらいたいということです。私は昨年の渡航からたくさんのきっかけ



をもらいました。そして、胸を張ってそのきっかけをモノにすることができました。成長の始まりでもあり人生

を変えた時でもありました。私に強烈なインパクトを与えた去年のあいでみの活動を越えなければいけない 3年

目の今年は重圧と責任を人一倍感じました。中々、目標金額に達しない状況が一番の壁でした。自分達で支援金

を集めることはこれほど大変だったのかと感じましたが応援に応えるという使命感と活動の意義を強く持てた

瞬間でした。しかし、最後の最後まで安心できないくらい中々目標金額に近づかなかったのでもっと工夫が必要

だと思いました。この経験は、後輩に教えて来年につなげてもらいたいと思います。自分自身、あいでみに参加

して本当に良かったと思えるものは数え切れないほどあります。その中でも多くの中国の大切な友達ができたこ

とが 1番です。この絆は、将来自分たちが大人になっていくときまで続く関係でありたいです。たくさんの方々

のお陰で素晴らしい活動ができること本当に感謝しています。 

後輩たちには、今年できなかった悔しさを来年達成できるようにしてもらいたいです。そしてこの活動をもっ

ともっと大きなものにしてほしいと思います。あいでみの活動ができて幸せでした。 

佐久間れいな 

【まとめ】 

 私は、渡航前、というよりこの「あいでみ」という活動に参加して中国に対する見方が変わりました。 

 この活動を始めるまでこんなに中国について知ろうとしたこともなかったし、それなのに中国に対して良い印

象も持っていませんでした。渡航前、中国について調べていろんなことを知っていくうちに既に中国を好きにな

っていました。渡航後、なぜ日本人が中国に対して良くない印象を持っているのか意味がわからなくなりました。

また、自分の英語力の無さを感じました。中国で交流した高校生やその家族たちは、本当に日本を好きでいてく

れて、日本語を話せるし、日本に行きたいって言ってくれました。こんなに心が温かい人ばかりなのに日本人は

なぜ中国人に悪いイメージを持っているのか。私がこんな思いを抱いたのは、実際に交流したからだと思います。

環境面などを考えれば、中国だって悪いところもあるのは現

実だけど、それで偏見を持つのはおかしい。もったいない。 

 言語の壁は英語が苦手な私にとってはとても高かったで

す。プレゼンの時は特に周りに迷惑をかけました。何もでき

ない自分が悔しくてしかたなかったです。ただ一つ、漢字に

変換すれば意味は通じるという発見はよかったです。交流し

たからこそ見えたものを周りにどんどん伝えていくのが今

後の私たちの課題だと思って頑張ります。 

本田桃子 

【まとめ】 

渡航前は中国に行くことが少し不安でした。中国に行くこ

とを友人に伝えた時の「え?中国?」のような微妙な、そして

不快になるような反応もありました。ちょうどニュースでも

北京の PM2.5 が話題に取り上げられており、クラスの友人に

も「大丈夫なの？」と心配されました。私は笑顔で「大丈夫

だよ～」と気楽に答えてはいましたが、内心不安もありまし

た。そして、実際に中国に行ってみると、確かに大気の状態

はそれほど良いとは言えない状況でしたが、それ以上に他の

魅力的なものが沢山あって充実した楽しい５日間を過ごせま

した。 



【感想】 

まず、7 月に交流した中国の高校生達と再会できて良かったです。そして新メンバーの人達とも交流が出来ま

した。相変わらず親切で、心が温まりました。中には、前回よりも日本語が上手になっている人もいて、尊敬と

少し嬉しさを感じました。趣味の話だったり、学校の話だったり、共通点があって、同じ「高校生」なんだと強

く実感しました。 

そして、日本と中国には違うところも沢山あるけれど、同じところも沢山あると思いました。綺麗な街並みや

美味しい料理。それに何より、人の温かさというのはどちらの国にも共通して存在すると思います。学校見学や

家庭訪問という実際の体験を通してよく分かりました。私は国が違えば、全てが別物だと思っていました。それ

は、私の単なる偏見に過ぎなかったのです。この渡航での出来事、感じたことを家族や友達に伝えて、今度は周

囲の人々の固定観念や偏見をなくしていきたいです。また、日中友好に関することだけではなく、自分自身の課

題も見つかった渡航でもありました。自分から率先して何事も取り組まないといけないこと、失敗を恐れないこ

と、当たり前のことだけれど、改めて感じました。1 番は語学力の足りなさ。英語を書けるだけでは足りない。

話せるようにならなきゃいけない。もっともっと勉強したいと思いました。 

最後に、この活動は多く方に支援していただいてやっていけている活動だということが分かりました。

Readyfor?でのクラウドファンディング、Facebook での活動の認知の拡大、多くの方に知って頂き、支えて頂き、

活動しているのだと改めて理解しました。この場を借りて、この「あいでみ」に関わったすべての人達に感謝を

申し上げます。本当にありがとうございました！ 

小貫和音 

この体験はなかなかできるものではないし、これからもそれ

は同じだと思います。なのでこの貴重な経験をこれからあいで

みに入る子たち、学校の友たち、先生に広めたいと思うし、グ

ローバルリテラシー、つまり広い視野、受け入れる心、多様な

考え方を持てる人間になりたいと思いました。 

 

平井陽菜 

【参加前の中国の印象】 

日本のメディアの報道の影響で、中国は日本とは全く違う怖い国であると思っていました。しかし、その反面、

日本のメディアの報道は真実なのかという疑問もあり、本当の中国を知りたいと思っていました。 

 

【参加後に感じたこと・考えたこと】 

 まず、「人」についてです。私は、実際に中国の高校生とそのご家族、先生方など多くの方々と交流し、考え

たことがあります。それは、日本と中国を全くの別物であると考え、そこに住む人々も違うと思い込んでいるの

は間違いだということです。中国の人々が、不安でいっぱいだった私たちを温かく迎えてくれたこと、いつも私

達のことを最優先に考えてくれたこと、私達のために涙を流してくれたことを私は決して忘れることはできませ

ん。思いやりのある優しい人が中国にはたくさんいます。日本のメディアによる日中関係の報道だけで、中国の

人々の印象まで決めつけてしまうことは、出会い多き私達の人生にとって、もったいないことだと思います。こ

んな当たり前のことを、実際に渡航するまで気づくことの出来なかった自分を恥ずかしく思いました。 

 

【中国の社会】  



 私は、上海の夜の街を歩いたとき、道に座り込む人やお金を求めて歩き回る人、そして道にはゴミを多く見か

けました。そこで私が感じたのは、まるで昔の日本のようだということです。現在の日本は、制度の見直しや個

人の意識によって、私達が住みやすい環境となっています。しかし、日本も高度経済成長期を迎えていたとき、

公害問題やゴミ問題を多く抱えていました。また、道に座り込む人や屋外で寝泊まりしている人も実際に存在し

ていました。この頃の日本のようなことが今の中国で起こっているのではないかと私は思います。私もこの目で

見たように、上海の街は、高層ビルが立ち並び、光で溢れ、経済成長の象徴ともいえます。しかし、まだまだ改

善していかなくてはならないことがあるのです。 

私は、昔の日本にも、今の中国のような現状があったのだということを理解せず、中国が汚いとか、貧しい国

だと批判することは、ただのひどい偏見となってしまうと思います。だからこそ、日本と中国が支えあい、どち

らの社会も良くなっていく、そんな未来があったらいいなと思いました。 

 

【最後に】 

 私があいでみに入ったのは、ある先輩との出会いがあったからです。その先輩が参加していると聞いて、偶然

開いたあいでみのホームページ。「面白そう。」これが私のあいでみ参加のきっかけでした。しかし、今は、あ

いでみのメンバーであることを誇りに思います。 

・メディアでは報道されることのない本当の中国を、大人になってからではなく、高校 1年生というまだ早い

時期に知ることができたこと。 

・福島、日本、そして中国について調べ、考えることができたこと。 

・多くの仲間ができたこと。 

これらは、あいでみが私にくれた宝物です。きっかけをくれた先輩、出会ったすべての方々に心から感謝して

います。私の次の役目は、あいでみの先輩方がそうしてくれたように、今回体験したことを次の世代に伝えてい

くことだと思っています。あいでみをずっと続く団体として

いくためにも、さらに学び、福島、日本、中国を知り、今年

も活動していきたいと思います。 

今回の渡航で貴重な体験をすることができただけでなく、

多くの学びを得ることができました。こんな素晴らしい体験

ができたのは、伴場さんをはじめとするＢＦＦの皆様、あい

でみの先輩方、家族。そして、支援してくださった皆様のお

力があったからです。心から感謝したいと思います。ありが

とうございました。 

山口聖二 

【感想】 

渡航前、自分は中国に対してあまり考えてきませんでした。

とても失礼な話なのですが、何となく治安が悪くて、何とな

く汚くて、何となく良くない。それが中国に対しての正直な

気持ちでした。だからこそ、今回の渡航で「何が良くて何が

悪いのか」を自分の中で区別することができました。 

家庭訪問の時に感じた、人のあたたかさ。日本よりも優れ

た一部の設備。いかにも高級な服装で、いかにも高級なレス

トランで食事をとる人々。それとは反対に、路上で金乞いし、

路上で寝泊まりする人々。公共の場で喧嘩する店員と客。管



理のなっていない店先の果物。そんな相反する面を持ち、日々を過ごしているのです。それが彼らの当たり前な

のでしょう。これを客観的に見たとき、マイナスな面ばかりをとらえてしまうこともあります。しかし、一部の

イメージで物事の全体を決めつけることがどれだけ恐ろしいか。たくさんの情報を取捨選択し、自分の考えを確

立していくことの大切さを知りました。 

ただ、今回知れたことは中国の、上海の、ほんの一部。これから先、手に入るだけの知識を蓄えて、自分の中

で整理していきたいと思います。そのあとに、正しくアクション出来るように。 

渡邉輝大 

【感想】 

今回僕が渡航して一番に思ったことは、中国について自分はなんにも知らなかったということです。そして自分

が知っている中国の知識はどこか偏っているということです。足りているようで全然足りていなかった中国の情

報。今までテレビや新聞で知り得た情報はマイナスなことばかりで、逆に好意を抱くニュースってきいたことが

あるかなというレベルでした。僕は今までそんな状態で、中国をあまり良くない国とみていました。しかし行っ

てみれば全然違いました。これは中国の高校生も同じでした。ある中国側の高校生が福島に行く前、福島はとて

も危険な地域だと思っていた。けれど、行ってみれば空気もきれいだし、自然も美しいと言っていました。その

言葉を聞いて、前々から思っていた福島と中国に対する偏見や差別は「知らないこと」からきているという考え

に自信がつきました。そこで、日本に帰ってから、インターネットで中国について調べてみました。でも、やは

り話題になっているのは政治、経済、歴史問題など。何故か、中国でいまはやりの歌はなんとかです、とか身近

なことに対する情報がぜんぜん足りていなかったです。でもお互いを理解することってそういうことなのかなと

思います。歴史問題とか難しい問題じゃなくて、歌とか食べ物とか、お互いの文化を理解することがいちばん日

中友好につながるのかなあと。今回、中国のみんなと仲良く

なって友達になれたのも、趣味の話からでした。 

今回の交流を通して僕は目標が出来ました。それは中国を

「否定→理解」に変えていくことです。伝えるということは

情報のロスを生む。でもみんながみんな経験することは出来

ない。だから伝えたい。変えたい。上手く言語化できないで

すがこれが今の僕の気持ちです。これから目標に向け、中国

を伝えていきたい。みんなが中国を否定するのではなく理解

できるように。 

七島淳平 

【渡航前/渡航後の感想】 

 渡航する前、正直なところ私は中国に対して偏見を持っ

ていました。ニュースから流れてくるのは、パクリ問題や尖

閣諸島、PM2.5 だとかのイメージの悪いことばかりだし、イ

ンターネットにも悪口が飛び交い、自分の親や友達に至るま

で良いイメージばかりというわけではありませんでした。む

しろ、「渡航する」と言った時に、応援するというよりは心

配の色合いのほうが強かった気がします。 しかし、自分の

中で「見もしないで悪口を言うのってどうなの？」という気

持ちが芽生えた頃に、先輩からお誘いを受けてこの活動に参

加させてもらいました。 渡航してみて実際なにが変わったのでしょうか。 残念ながら、自分の中の偏見が全て



消え去った、とは言いがたいです。私が見て回ったのは広大な中国という国のほんの一部分だし、その中でも一

部の人しか関われていません。そんな状況でわかったようなことを喋るのは良くないと思います。実際にコピー

商品は大量にあったし、PM2.5 は結構な量が飛散していました。 ですが、やはり「自分の目で見る」という行為

は大事だということが実感できました。中国の高校生は空港まで来て暖かく迎えてくれたし、帰るときは見送り

にも来てくれました。話してみても「国境」による違いなどなく、等身大の、同世代の高校生として対等に話す

ことができたと思います(向こうは英語がペラペラな上で日本語が話せているので、学力の差ははっきりと体感

しました)。彼らと別れて日本に着いた後、「もう一度中国に行きたい」ではなく「もう一度彼らにあって話が

したい」と思えました。極論、国際関係を築くのも人と人であるから、一生わかりあえないなんてことはないと

思います。確かに綺麗事だし、何年かかるかもわからない。私が生きている間に実現できないかもしれない。そ

うだとしても、私は「日本と中国は理解し合えない」ということを否定したいです。なぜなら実際、私と周さん

や、他の高校生は「友達」になれたのだから。 

１２ 収支報告 

別紙にて作成いたします。 

１３ さいごに 

【共同代表 菅野翔佳】 

 私自身、今回２回目の渡航でしたが、もちろん先輩方の想いを受け継いで後輩にも伝えていく、という気持ち

でした。ですが、何より自分の成長のために頑張ろうと決めていました。前回の渡航では先輩方に引っ張っても

らってばかりでしたが、今回はコアメンバーとして渡航前から活動してきました。渡航前は何をすればよいのか

もよくわからず、メンバー全員で試行錯誤を重ねてきました。いまだに将来やりたいことも行きたい大学も決ま

っておらず、最近はフラフラしているばかりでした。あいでみの中でも全員が生き生きしていてこんな私がコア

メンバーでいいのかと悩んだりもしました。ですが、やはり中国のみんなと交流すると楽しいもので悩みなんて

どこかへ行ってしまいました。やっぱり物事は何でも前向きにとらえていかないといけないな、と改めて感じま

した。 

 さて、日中友好交流事業あいでみのメンバーとして２年間活動してきたわけですが、私自身日本と中国の関係

改善に役立てたでしょうか。自分たちから変えていくには「日本」と「中国」という国で見るのではなくひとり

ひとりの「人間」として見る事が大切だと思っています。実際私は政治的な面で見れば両国どちらも良い面、悪

い面があると思います。ですが、あいでみで仲良くなったメンバー同士では決してそんなことはありません。私

が２年間を通して自分なりに得た結論です。 

そして最後になりましたが、あいでみの活動を支えて下さった伴場さんを始め、加藤さんや BFF の事務所の

方々、御両親の皆様、先生方、上海の皆様、そして寄付して下さった皆様、本当に多くの方々に支えられてあい

でみは成り立っています。心より御礼を申し上げます。本当にありがとうございました。 



 

 


